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図 1: カモメ

本研究の目的は、象の卵の殻について、生物、化学、物理、工学な
どの方面から多角的に調べることである。象の卵の殻は、80kgを超
える体重の子象と、その栄養源である卵黄の大きな質量を支えるだけ
ではなく、卵を暖める親の象の体重も支える必要がある。このため、
象の卵の殻は、体重の軽い鳥類 (図 1)の卵の殻とは本質的に異なる構
造を持っていると考えられる。また、象の卵の殻の仕組みが解明され
れば、

• 象の生態の解明、恐竜の卵の構造の理解（生物学）、

• 殻の化学生成反応の解明（化学）、

• 殻の原子レベルでの構造と C60やナノクラスターとの関連の研
究（物理）、

• 人工的に象の殻を作り、車の車体などに応用できる（工学）

など、科学、社会への影響は計り知れない。

表 1: 各種動物の、足一本にかかる平均加重
動物 体重 足の本数 加重 (kg/足)

ジョロウグモ 20mg 8 2.5mg

象 5t 4 1.3t

人間 60kg 2 30kg

フラミンゴ 10kg 1 10kg

キングコブラ 7kg 0 ∞

紀元前に、アルキメデス (′Aρχiµήδηç)

は象の卵の形を円筒座標表示で

r(z) = 0.5
√
1− (ez − 2)2

で近似し、その体積を求めようとした
が、当時はまだ

V = π
∫ ln 3

0
r2(z)dz (1)

の計算が難しくあきらめていた。しかしある日、好物の温泉卵を作ろうとして鶏の卵を持って入浴し
ている最中に、風呂からあふれるお湯を見て、象の卵の体積を測定する方法を思いついたと言われる。
さて、象の卵の殻の強度については、すでに 19世紀初めにロシアのキーファ・モキエーイチが考察

していると、ゴーゴリが紹介している [1]。しかし、この斬新で自由な発想にもとづく科学的考察に対
し、トルストイは果敢にも、そういう考察がいかに論理的であろうとそれ自体間違っていて無駄であ
る、と厳しく批判している [2]。これは、既成概念にとらわれた、科学に対する挑戦ともとれるが、ま
だ進化論が現代の米国のように広く信じられていなかった帝政ロシアの時代にあっては、（進化論が米
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